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新
年
度
を
迎
え
、
二
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
関
係
各
位
に
お
か
れ

ま
し
て
は
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
迎
え
た
二
十
五
年
度
は
当
会

に
と
っ
て
重
要
な
年
度
で
あ
り
ま
す
。
地
域
性
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
る
た
め
、
事
業
計
画
に
お
け
る
中
期
目
標
を
達
成
す
べ
き
年

度
で
あ
る
と
同
時
に
、
年
々
積
み
重
ね
た
基
礎
の
強
度
を
確
認
す
べ
き

年
度
で
も
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
四
年
度
介
護
保
険
法
の
改
定
か
ら
一

年
間
の
運
営
を
経
て
、
各
事
業
所
の
助
長
す
べ
き
ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
と
、
協
議
し
て
い
く
べ
き
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
現
在
、
近
未

来
を
見
据
え
た
運
営
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、新
聞
等
の
誌
面
に
お
い
て
「
介
護
看
護
職
員
等
の
人
材
不
足
」

と
の
記
事
を
目
に
し
ま
す
。
人
材
不
足
は
運
営
に
直
結
し
ま
す
。
運
営

面
で
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
人
材
確
保
は
大
切
で
す
が
、

最
も
重
視
す
べ
き
は
、
そ
の
資
質
向
上
に
向
け
た
育
成
で
あ
る
と
強
く

想
い
ま
す
。
国
家
資
格
等
の
取
得
は
専
門
性
を
発
揮
す
る
上
で
必
須
で

あ
り
ま
す
が
、あ
く
ま
で
専
門
職
種
と
し
て
の
入
口
で
あ
り
、職
員
個
々

人
は
よ
り
深
く
知
識
、
技
術
の
習
得
に
励
む
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
全
体
の

質
が
向
上
し
ま
す
。
そ
の
観
点
で
努
力
し
て
い
る
職
員
に
は
頭
が
下
が

る
と
同
時
に
、
当
会
職
員
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
制
度
国
民
会
議
に
お
い
て
、
要
支
援
を
保
険
給
付

適
用
外
と
し
、
地
域
支
援
事
業
と
一
体
化
す
る
旨
の
協
議
が
な
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
当
法
人
で
は
社
会
福
祉
法
人
だ
か
ら
こ
そ
可
能
と

す
る
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
を
担
い
、
ご
利
用
者
自
身
が
真
に
望
む
地
域
包

括
ケ
ア
の
実
現
に
寄
与
す
る
所
存
で
す
。

　

今
後
共
、
関
係
各
位
の
皆
様
よ
り
多
大
な
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
幸
楽
園

事
務
長
　
飯
塚
　
喜
弘

新
た
な
年
度
に
向
け
て

～祝100歳～ 伊藤カ子様
大正2年4月24日生
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みんなでこいのぼりを
つくりました

特別養護老人ホーム幸楽園便特別養護老人ホーム幸楽園便

「こいのぼり上手にできると良いなぁ」「兄さん作るの上手だなぁ～」

みんなで外出してきま
した

真剣な表情ステキです

大滝温泉へレッツゴー♪ 「どごさいぐんだべ…楽しみだ～♪」 最高の笑顔でハイ！！ピース♥

大自然に
かこまれてきました！！

みんなでひなたぼっこ
をしました

外はポカポカで気持ちが良いなぁ～ えんどう豆い
・ ・
ぐ育ってるごど～！！

大きな風車がありまし
た
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医務室から ～経管栄養から経口摂取へ～

　今回は経管栄養から経口摂取へ移行出来た成功例を紹介します。

　H23年10月小脳出血にて口からの食事が進まず鼻腔からの経管

栄養を行っていた85歳の女性の方です。幸楽園へ入所されたのは

Ｈ25年３月で一年以上経管栄養を行っていました。会話が可能で

えん下には問題ないとのことでしたため、少しずつ経口摂取を試

み本人の好物などを聞きだし、チューブを自分で抜いてしまった

ことを機会に経口摂取へ移行しました。今で

は「納豆ままうめな～」などの言葉も聞かれ

毎日の食事を楽しまれております。

調理室から
　ご利用者に『食べたいものリクエスト』を行い、毎日の献立に反映しています。先日、お聞きした『食べ
たいもの』は…

第１位　寿司
その他　醤油おにぎり、カレーライス、チャーハン、味噌ラーメン、刺身、焼肉、鍋物、 
甘いお菓子（ケーキや最中など）「なんでも食べる（´∀｀）」という意見多数ありました。

　やはり寿司や刺身は皆大好物なようで、お楽しみ昼食会で行った楽楽寿司も大変喜んで頂きました。

※6月～9月の間、衛生面により、刺身やマヨネーズを使用した和え物の提供は中止となります

「へい！いらっしゃい！！
お好きなお寿司をどうぞ」

「マグロと…サーモンと…
真剣な眼差しです」

先日100歳を迎えられたカ子様
一口サイズのお寿司をパクリッ♥
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たくさんの皆様にご利用いただき本当に嬉しく思っています。

○その人らしさに応じた介護を目指します。
○ご利用者の暮らしやすい環境を作ります。
○笑顔で明るく素直に対応します。

ショートステイ幸楽園の理念

スタッフ一同心よりお待ちしております。018-870-2227

ゆっくりと一服…

…なかなかの茶器ですわ…

お茶の教室
み
な
さ
ま
に

笑
顔
を
お
届
け
し
ま
す

～トイレットペーパーの芯を使っての競争です～

負けられない戦いが繰り広げられました

ゲーム大会

美味しく実りますように

野菜の苗植え
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6月　あやめ見学
7月　七夕祭り・海辺のドライブ
8月　夏祭り
9月　敬老会・ぶどう狩り

～行事予定～

一日体験も行っております。
お気軽においで下さい。

外旭川老人
デイサービスセンター
秋田市外旭川字鳥谷場136
TEL　018-868-5415

みんなの笑顔も
満開です!!

花
見さ

行っ
たっけ近

所の子供にモテモテだ。
あ
なた

の誕
生日カー

ドはどんな感じ？見せて

ここの色これで
いいべが？
上手だこと !!

私たちダンス出来るんです。
踊りたい方はどーぞ！！

外の桜は咲いて
ないけど

私達が咲かせま
しょう。

新
屋
まで

桜を
見に来

ました !!

寒いから
まずお茶飲まねばね !!

今
年
の花

見は
風が冷た

かったなぁ。
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介護保険サービス以外で高齢者が安心できるサービスはないの？

　高齢者の独り暮らしやご夫婦だけの世帯は、遠方で暮らすご家族にとって心配ですよね。介護保険を利用

することや、年寄り扱いされることを受け入れられない方への支援をどうすればいいの？または介護サービ

スを利用していても

○介護認定が要支援のため受けられる介護サービスが限られる。

○大掃除は訪問ヘルパーで対応できないと断られた。

○施設利用している間の自宅の管理ができないため心配。

等、介護保険では対応できないと言われて困ったときにどうすればいいの？

というときは、秋田市地域包括支援センターで発行している「暮らしに役立

つサービス　インフォーマルサービス」をご覧ください。主に秋田市内で受

けられる介護保険以外の有料サービスが一覧になっております。各地域包括支援センターの他、当在宅介護

支援センターでも準備しておりますので、気軽に当事業所職員へお声を掛けてください。

　高齢者の介護や生活が不安な方は当事業所へご相談ください。TEL　870-2226

幸楽園訪問介護ステーション
ご利用者の体調や生活リズムに合せた介護サービスを大切にします。
　居宅介護支援専門員（ケアマネージャー）の作成するケアプランに基づき、訪問介護員（ホームヘルパー）

がご家族を訪問して身体介護サービスや生活援助サービスを行います。

　「住み慣れたご自宅で、ご利用者さまがご家族と安心して快適に暮らし続けて欲しい」を叶えるため、私

供ヘルパーがお伺いして、より良い日常生活を実現するお手伝いをさせていただきます。

Ｑ：訪問介護（ホームヘルプサービス）とは？

Ａ：訪問介護員がご自宅に訪問し、介護や日常生活の

お手伝いをするサービスです。食事や排泄などの介助

をする「身体介護」と調理や清掃をする「生活援助」

をはじめ、日常生活に関する相談や助言等は勿論、さ

まざまなサービスがあります。

QandA

ご利用に関するご相談は、TEL 018-870-2228　担当　石井

メッセージ
　ご家族の介護負担軽減にも心を配り、ご利
用者の快適な暮らしをサポートします。私共、
訪問介護員は、ご利用者は勿論、ご家族とも
コミュニケーションの積み重ねを
大切にしております。心通う介護
サービスを笑顔や喜びとともにお
届けいたします。
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　当園にて元気に生活されておりま
す伊藤カ子様が４月24日㈬にめで
たく100歳の誕生日を迎えられまし
た。当日は、ご家族様と職員で記念
セレモニーを行い賞状と記念品を贈
呈し、準備した大きなバースディ
ケーキのローソクを勢いよく消して
下さいました。お孫さんからは、似
顔絵の色紙を頂きとても喜んでおら
れました。これからもますます元気
で健康で過ごされますよう、職員一
同心よりお祈り致しております。

トピックス

平成24年度　決算報告書

決　算　額

収　
　

入

経常活動収入 420,352,021

施設設備等収入 0

財務活動収入 0

収入合計 420,352,021

支　
　

出

経常活動支出 404,514,829

施設設備等支出 1,376,025

財務活動支出 0

支出合計 405,890,854

当期資金収支差額 14,461,167

前期未支払資金残高 193,541,695

当期未支払資金残高 208,002,862

資金収支計算書
決　算　額

収　
　

入

事業活動収入 418,634,919

事業活動外収入 8,903,256

特別収入 0

収入合計 427,538,175

支　
　

出

事業活動支出 413,365,049

事業活動外支出 8,621,124

特別支出 1

支出合計 421,986,174

当期活動収支差額 5,552,001

前期末繰越活動収支差額 276,187,275

当期末繰越活動収支差額 281,739,276

事業活動収支計算書
区　　　分 決　算　額

資産の部 594,887,768

負債の部 61,657,893

差引純資産 533,229,875

財産目録（単位：円） （単位：円） （単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部

決算額 決算額

流動資産 227,236,177 流動負債 19,233,315

固定資産 367,651,591 固定負債 42,424,578

負債の部合計 61,657,893

純　資　産の　部

基本金 76,424,364

国庫補助金等特別積立 60,417,007

その他積立金 114,649,228

次期繰越活動収支差額 281,739,276

純資産の部合計 533,229,875

資産の部合計 594,887,768 負債及び純資産の部合計 594,887,768

貸借対照表 （単位：円）

＊各会計の財務諸表は、法
人本部に備え付けてあり、
閲覧できます。

祝 100歳 伊藤 カ子 様

～当園を長くご利用くださいました
　柴田ハル様のご家族よりご寄贈～

　車椅子 5 台を頂き心より感謝申し上げます。早速ご利
用者様にご使用して頂き、大変喜ばれております。大切
に使わせて頂きます。

車椅子 5 台いただきました

― 開設以来6人目 ―

「ますます元気でいて下さい」

目
指
せ
　

百
歳
‼

祝
い
膳
を

い
た
だ
き
ま
し
た
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春
の
訪
れ
も
遅
く
、
よ
う
や
く
暖
か
い

日
射
し
を
感
じ
て
い
ま
す
。
無
事
今
年
度

初
め
の
六
月
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ご
協
力
し
て
頂
い
た
方
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

固
定
資
産
国
税
、
設
定
余
聞

一
　
新
政
府
の
増
税
策

　

幸
楽
園
前
庭
か
ら
北
を
望
む
と
、
中
の
公
民
館
が
見
え
る
。
入
り
口
の
道
路
、
右
側
に
、
小
さ
い
石
碑
が
建
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
に
は
明
治
新
政
府
発
足
の
こ
ろ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
日
本
は
、
西
欧
列
強
各
国
の
脅
威
に
曝
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
と
対
等
に
渡
り
合
う
に
は
、
強
い
日
本
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
図
ら
れ
た
の
が
財
政
基
盤
の
確
立
だ
っ
た
。

　

明
治
５
年
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
租
税
賦
課
の
土
地
台
帳
を
作
成
し
た
が
、
か
な
り
大
ざ
っ
ぱ
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
税
の
取

り
立
て
は
思
う
よ
う
に
行
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
な
ら
ず
と
新
政
府
は
、
第
二
弾
の
地
租
改
正
に
入
っ
た
。
明
治
九
年
の
事
だ
。

　

ね
ら
い
は
一
目
瞭
然
、
大
増
税
の
施
行
で
、
し
か
も
こ
れ
を
確
実
に
徴
収
す
る
事
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
租
税
強
化
の
動
き
は

全
国
民
を
震
撼
と
さ
せ
る
。
各
地
の
町
村
で
は
、
そ
れ
ま
で
所
有
し
て
い
た
共
有
地
と
か
入
り
合
い
地
な
ど
の
放
棄
が
始
ま
っ
た
。

二
　
土
地
は
オ
ラ
の
も
の
で
ネ
ェ

　

公
民
館
の
北
側
、
袖
ガ
沢
の
奥
地
の
山
も
、
そ
の
放
棄
地
の
一
つ
だ
っ
た
。
元
来
が
五
十
丁
村
の
も
の
な
の
に
、
増
税
を
嫌
っ

て
ウ
チ
の
も
の
で
は
な
い
と
言
い
張
っ
た
事
か
ら
、
隣
接
す
る
中
村
側
が
役
所
に
赴
き
、
中
村
分
の
所
有
地
と
書
き
換
え
て
貰
っ

た
。

　

要
す
る
に
一
山
を
タ
ダ
で
貰
い
受
け
た
の
だ
か
ら
、
大
儲
け
し
た
事
な
の
だ
が
、
中
の
村
内
は
賛
否
が
渦
巻
い
た
。
向
こ
う
が

高
い
税
を
嫌
っ
て
捨
て
た
も
の
を
、
好
ん
で
拾
う
馬
鹿
が
居
る
か
と
言
う
の
だ
。
こ
の
騒
動
が
く
す
ぶ
り
続
け
な
が
ら
、
三
十
五

年
の
歳
月
が
過
ぎ
る
。
そ
の
間
、
新
し
い
山
は
ス
ク
ス
ク
と
生
長
し
、
貴
重
な
薪
炭
材
を
生
産
し
牛
馬
の
草
刈
り
場
と
し
て
、
村

人
に
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
。

　

山
は
高
額
の
税
金
を
課
せ
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
捕
っ
て
余
り
あ
る
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
の
だ
。
こ
の
事
は
、
山
の
取
得
に

あ
た
っ
た
親
方
衆
の
功
績
だ
か
ら
、
こ
れ
を
讃
え
よ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
収
ま
ら
な
い
の
が
、
当
初
、
猛
反
対
だ
っ
た
人
達
で
、
こ
ん
な
彼
ら
と
妥
協
し
た
条
件
が
、
こ
の
人
達
の
名
も
功
労

者
と
し
て
碑
面
に
刻
む
事
だ
っ
た
。
こ
れ
で
一
件
、
落
着
。
石
碑
は
完
成
し
た
。

三
　
皆
の
財
産
、
皆
で
守
ろ
う

　

碑
文
を
読
ん
で
見
る
。
「
明
治
五
年
、
改
正
当
時
、
各
君
之
功
労
ニ
依
リ
、
多
大
ノ
村
持
地

ヲ
基
本
ニ
設
備
シ
タ
ル
功
ヲ
以
テ
記
念
ト
シ
建
之
」
。
下
段
に
は
呉
越
同
舟
で
、
そ
れ
ら
功
績

者
の
名
前
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
本
来
、
石
碑
の
建
立
が
計
画
さ
れ
た
と
き
は
、
反
対

派
の
名
前
は
予
定
外
で
、
碑
面
を
飾
る
の
は
大
英
断
の
功
労
者
だ
け
。
こ
れ
に
農
聖
、
石
川
理

紀
之
助
翁
か
ら
戴
い
た
和
歌
を
配
す
る
べ
く
手
配
し
て
い
た
。
だ
が
こ
う
し
た
イ
ザ
コ
ザ
が

あ
っ
て
、
刻
字
す
る
名
前
が
増
え
た
の
で
ス
ペ
ー
ス
は
一
杯
に
な
り
、
和
歌
は
除
か
れ
て
し

ま
っ
た
。

　

だ
が
石
川
翁
は
こ
う
歌
っ
て
い
る
。「
遺
さ
れ
し
村
の
宝
は
建
て
し
こ
の
石
よ
り
固
く
ま
も

る
べ
き
か
な
」。
村
の
宝
と
は
こ
う
し
た
共
有
地
を
言
う
の
だ
が
、
開
発
が
進
む
に
つ
れ
て
残

り
少
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。
幸
楽
園
の
関
係
で
は
、
県
道
か
ら
の
取
り
付
け
道
路
と
車
庫
の
敷
地

が
そ
の
一
つ
に
あ
た
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
田　

賢
之
助
）

～
新
人
職
員
紹
介
～

①
趣
味
　
②
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
　
③
抱
負
　
④
尊
敬
し
て
い
る
人

吉
川　

真
奈
美

①
ド
ラ
イ
ブ

②
ほ
っ
ぺ

③
日
々
の
声
掛
け
を
大
切

に
頑
張
り
た
い
で
す
。

④
母
親（
女
手
一
つ
で
育

て
て
く
れ
た
か
ら
）

三
浦　

和
也

①
サ
ッ
カ
ー
、フ
ッ
ト
サ
ル
、

ロ
ー
ド
バ
イ
ク

②
目

③
初
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
日
進
月
歩
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

④
仕
事
中
の
父

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
幸
楽
園
〈
介
護
職
員
〉

～
出
産
～

堀
井
　
沙
織 

さ
ん

　
　
　
長
女
　
莉
桜 

ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
五
日
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


